
 

 平成２8年度 学校評価表 豊橋市立牛川小学校  

ミッション 子どもの笑顔があふれる学校の創造 

a 
ビ 
ジョ

ン 

 確かな学力と豊かな心，じょうぶな体をもった子どもを育てる 
 自己肯定感と・自己存在感を育み，共感的人間関係のある集団づくりに努める 
 教育愛と情熱と自信を持って教育に専念する教師集団をめざす 
 学校，家庭，地域で子どもを育てる 

 

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための重点方策 e 評価指標 ｆ目標値％ 

自ら

学

ぶ 

自ら学び深く考え
たことを生かす
子を育てる 

研修を通して，専

門職としての力

量向上に努める 

子どもたちが話し合い，学び合う授業を推進

する 
・主発問を大切にした授業を展開する 

・ペアやグループでの話し合いを積極的に取り入れる 

児童の評価教師

の評価 
70 

ICTを効果的に活用した授業を展開する 

・目的を明確にして，普段から授業にＩＣＴを活用する 

・授業の内容がよく分かるような工夫をしたＩＣＴの活用方法を考

え，学年で共有する 

児童の評価教師

の評価 
75 

学習規律を身につけさせる 

・みんなに聞こえる声で返事や発言をさせる 

・話す人を見て話を聞かせる 

・書くときに「グー・チョキ・パー・ピタッ」を意識させる 

児童の評価教師

の評価 
80 

家庭学習を習慣化させる (学年×10 分

の家庭学習) 

・学年×１０分の家庭学習を推進する（１週間のトータルが学年
目標時間となるように学年に合わせて取り組みを考える 読書
や習い事の時間も含める） 

・家庭学習に取り組んだ時間を記録させ，意識づけをしたり，励

ましたりする（中高学年） 

児童の評価保護者

の評価教師の評価 

低 90 

中 80 

高 70 

豊

かな

心 

思いやりを持ち，
自らを律し助け
合う子を育成す
る 

すすんでよいこと

をする子を育て

る 

礼儀やルールを身につけさせる 

・あいさつ運動の実施（あいさつ週間には，学年だよりや児童会
だよりで保護者や地域の人に知らせ，あいさつ運動を展開する） 

・月のめあて，ふりかえりカード，家庭への啓発で取り上げ，整理

整頓を徹底する 

・学級活動や道徳の授業でルールやマナーを意識させて指導を

する 

・児童の評価 

・保護者の評価 

・教師の評価 

80 

本好きな子を育てる 

・学年ごとに年間目標冊数を設定し，読書状況を把握し，指導に

生かす 

・読書週間を設け，担任がブックトークをする 

・図書館貸し出し冊

数の達成率 

・児童の評価 

80 

いろいろな人とかかわる力を育てる（情

報モラル） 

・定期的なたてわり活動を実施し，異学年集団とのかかわりを深

める 

・人とかかわる授業(ＣＳＳＴやエンカウンターを含む)を，学年で

ねらいを明確にして実施する 

・情報モラル教育カリキュラムに沿って、授業を実践する 

・児童の評価・

教師の評価 
80 

じょ

うぶ

な

身

体 

命を尊び，たくま

しい生活力のあ

る子を育てる 

基本的な生活習慣の定着を図る 

・元気カード，学年だよりや保健だよりで家庭に働きかけ，早寝

早起き朝ごはんの励行する 

・食に関する指導（給食指導や授業）を実施する 

児童の評価保護者

の評価教師の評価 
80 

粘り強く運動に取り組む子を育てる 

・道具や環境の整備を行い，外遊びの奨励する 

・運動量の確保と多様な動きづくりを意識した体育の授業の充実

をめざす 

児童の評価保護者

の評価教師の評価 80 

安全な学校生活を送らせる 
・子供たちの安全意識を高めるため，校内・登下校における継続
的かつ具体的な指導の徹底をめざす 

・ふり返りカード・校内表示の活用を心がける 

児童の評価保護者

の評価教師の評価 80 

信

頼さ

れ

る

学

校 

自信と情熱をもった
教師集団めざす 

家庭や地域とともに

子どもを育てる 子ども一人一人にあった対応に努める 

・職員の共通理解を図るための情報交換会を職員会議の前に

実施する 

・必要に応じて臨時の生活サポート委員会や情報交換会を開催

する 

・子どもの悩みを早期発見し，適切に対応するための生活アンケ

ートを年３回実施する 

児童の評価保護者

の評価 

90 

地域・保護者とともに教育活動を行う 

・クラブ活動や活動型授業における，ゲストティーチャー，お手伝
いボランティアなどとして地域保護者への幅広い招聘や参加の
呼びかけを行う 

・お世話になった地域の方に子どもたちが感謝の気持ちがもてる

ようなかかわり方の工夫をする 

・学校全体の活動は
月１回以上の実施 

・各学年は年１回以

上の実施 

90 

家庭や地域へ情報を積極的に発信する 

・学校の様子を知らせるホームページの更新をする 

・学校・学年便りの定期的な刊行とメール配信による効果的な情

報発信を行う 

・校内掲示板の効果的な活用をすすめる 

・情報モラルについて保護者の啓発を図るため，学年便りにて情

報発信を行う 

保護者の評価教職

員の評価 
90 

 


